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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV�11ch）�
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）��９：15～９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）�９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）
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若
年
層
に
創
業
・
起
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た
め
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昨
年
度
は
、
若
手
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会
人
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な

ど
16
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が
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か
。
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融資制度の詳細▶
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望
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の
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動
を
支
援

みんなでつくる おびひろの健康
市長と語る！地区懇談会

市独自の創業支援制度
　市では、中小企業者の資金調達を目的に「帯広市中
小企業振興融資制度」を設け、市内中小企業者を対
象に、金融機関を通じた低利融資を行っています。創
業希望者は以下の２種類の制度融資を利用できます。

　ウェブページやスマホアプリの制作体験を通じて、
新しいことに挑戦する楽しさを学んでもらい、創業・
起業の精神を養うプログラムを実施します。

　限度額は運転資金・設備資金各1000万円。開業に
必要な費用のうち、５分の１を自己資金で用意するこ
とが条件。

新規開業支援資金1

　限度額は運転資金3000万円・設備資金１億円。十
勝の農畜産物など優位性のある地域資源を活用した
事業活動を行うことが条件。
　各融資制度の詳細は、商業まちづくり課に問い合
わせるか市ホームページをご覧ください。

ニューフロンティア資金2

●iPhoneアプリプログラミングコース
●ウェブデザインコース
●３Ｄゲームプログラミングコース
●映像制作コース

※申し込み時に希望するコースを選択してください

実施
内容

対　　象　十勝管内在住または在学の中学生、高校生
日　　時　9月1日（日）、8時50分～ 17時
場　　所　L

ラ ン ド

AND（西２南11、石神天光堂ビル1階）
定　　員　抽選42人（※参加費無料）
申し込み　�7月1日（月）～ 31日（水）までに
　　　　　申し込みフォームより申し込み。

申し込みフォーム▶

12頁の「市長コラム」では、
健康に関する話題を執筆して
います。

　J
ジョイフィットゼロワン
OYFIT01（西19南２）を会場に、簡単なクイズやス

トレッチを行いながら、歩くことで得られる健康効果や、
帯広市の死因第１位になっている「がん」の
状況、市の健康事業や各種検診などを紹介し
ます。懇談会の参加申し込みは不要です。託
児、運動講座は7月10日（水）までに電話、
またはインターネットで申し込みください。

懇談会
＋

運動講座
7月12日金
託児あり広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

問い合わせ、託児・運動講座申し込み

※�10～11月にも、「健康」と「地域のつながり」をテーマに開催を
予定しています。詳細が決まり次第お知らせします。

懇談会 10：30～11：30　運動講座 11：45～12：30

初心者
歓迎！

令和元年度  Step up Next
〜プログラミング１日体験会〜

東京の若手起業家による講演

▲託児・運動講座の
　申し込みはこちら

※�運動講座のみの参加はできません。運動講座参加希
望者は動きやすい服装で、室内用運動靴と飲み物を
持参してください。

　懇談会後、希望者は無料でプロのトレー
ナーから運動講座を受けられます（先着40
人）。受講できるのは、伸縮性のある特殊な
布を使用する、短時間でストレスなく効果
的なストレッチができるマットエクササイ
ズです。（要申し込み）

民間企業と初のコラボレート開催

×
帯広市


